


赤ツトフォトニュース

　
第
１
９
回
町
民
文
化
祭
が
、
１
１
月
３

日
、
４
日
の
２
日
間
、
文
化
協
会
の

主
催
で
Ｙ
Ｌ
０
会
館
に
お
い
て
盛
大

に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
３
日
の
発
表
の
部
で
は
、
文
化
協

会
の
詩
吟
部
を
は
じ
め
と
す
る
７
部

総
勢
延
べ
ー
６
０
名
が
、
日
頃
の
練

習
の
成
果
を
発
表
し
、
会
場
内
を
お

お
い
に
沸
か
せ
ま
し
た
。
前
庭
で
は

協
賛
団
体
に
よ
る
青
空
市
や
バ
ザ

ー
、
レ
ブ
リ
カ
だ
る
ま
石
の
展
示
な

ど
が
行
わ
れ
、
に
ぎ
や
か
さ
に
色
を

添
え
ま
し
た
。
ま
た
、
２
階
で
は
、

文
化
協
会
部
員
や
一
般
町
民
か
ら
出

展
さ
れ
た
絵
画
や
写
真
な
ど
約
８
０

０
作
品
が
と
こ
ろ
狭
し
と
飾
ら
れ
、

来
観
者
の
目
を
楽
し
ま
せ
ま
し
た
。

　
終
わ
り
に
、
町
民
文
化
祭
開
催
に

あ
た
り
、
多
く
の
方
の
御
協
力
や
御

参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、

西
桂
町
文
化
協
会
会
員
一
同
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

程

コ
　
　
　
ラ

囲
碁
大
会

器楽部のミニコンサート

展示草木染

ちぎり絵保育園児

バザ ー
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１

．

。
　
俣
膏
所

　
上
町
寿
ク
ラ
ブ
が
３
違
湧
－

　
連
目
の
晴
天
で
寒
さ
も
少
し
和
ら

い
だ
秋
の
一
日
、
２
１
回
目
の
寿
大
運

動
会
が
元
気
い
っ
ぱ
い
の
高
齢
者
参

加
の
も
と
中
学
校
体
育
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
保
育
所
園
児
と
一
緒
の
だ
る
ま
運

び
、
男
女
二
人
で
抱
き
合
っ
て
カ
ニ

歩
き
を
し
た
り
と
た
く
さ
ん
の
競
技

に
汗
を
流
し
、
最
終
種
目
の
玉
入
れ

ま
で
勝
負
を
持
ち
越
し
た
結
呆
、
上

町
が
本
町
を
振
り
切
り
３
連
覇
の
快

挙
を
成
し
遂
げ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
１
０
／
３
ユ
一

太
公

望

　
　
ｏ０

祖
父
母
の
会

１
０
月
！
５
日
（
水
）
祖
父
母
の
会
が

だ
る
ま
運
ぴ

た
ま
入
れ

房
醒
凄
．
．

平
成
９
年
６
月
３
日
に
着
工
し
た

平
方
メ
ー
ト
ル
、
大
広
間
（
４
８
帖
）

調
理
室
、
小
会
議
室
（
１
６
帖
一
ト
イ

レ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

新
公
民
館
の
完
成
に
よ
り
、
生
涯
学

習
、
会
議
等
に
大
い
に
利
用
し
、
区

の
事
業
に
も
さ
ら
に
積
極
的
な
活
用

を
図
ら
れ
た
い
で
す
。

　
工
事
中
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け

い
た
し
ま
し
た
。

上
町
公
民
館

テ
ー
プ
カ
ツ
ト



商工会
　
１
１
月
２
日
（
日
）
西
桂
中
学
校
体

育
館
で
「
怪
獣
の
父
・
高
山
良
策
展
」

が
「
ド
キ
ド
キ
わ
く
わ
く
怪
獣
ラ
ン

ド
。
三
ツ
峠
の
麓
に
ち
ょ
っ
と
寄
り

道
」
を
テ
ー
マ
に
実
行
委
員
会
（
梶

原
正
一
委
員
長
〕
が
開
催
し
ま
し
た
。

　
抽
象
画
や
立
体
造
形
、
軍
隊
ス
ケ

ッ
チ
、
ふ
る
さ
と
西
桂
町
風
景
ス
ケ

ッ
チ
、
怪
獣
日
誌
な
ど
１
０
０
点
余

り
の
展
示
。
高
山
さ
ん
が
生
前
に
出

演
し
た
ワ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
録
画
テ
ー

プ
や
文
部
省
推
奨
作
品
「
ポ
ロ
ン
ギ

タ
ー
」
「
く
つ
や
と
こ
び
と
」
の
放

映
、
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
作
品
の
展
示
、

ま
た
、
会
場
の
外
で
は
「
郷
土
料

理
・
良
策
庵
」
を
設
け
、
手
打
ち
そ

ば
、
そ
ば
も
や
し
、
ク
マ
ガ
イ
草
饅

頭
が
即
売
さ
れ
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
に
際
し
多
く
の
団
体
の

ご
協
力
が
得
ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
、

こ
こ
に
感
謝
し
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

怪
誰
艶
ザ
吟

　
高
山
良
策
展
実
行
委
員
会
（
梶
原

一
正
一
委
員
長
）
は
、
１
０
月
１
６
日
に
町

一
産
業
会
館
で
絵
画
コ
ン
テ
ス
ト
審
査

一
を
行
い
ま
し
た
。

　
町
内
外
か
ら
の
絵
画
、
造
形
３
２
４

一
点
の
応
募
作
品
の
中
か
ら
厳
正
な
審

一
査
を
行
い
入
選
作
品
を
選
び
ま
し
た
。

鯛榊鮒耐
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』
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｛
　
　
　
一
　
｝

４
一
・
量
讐

・
ヨ
ハ

…
一
哩
亭

　
　
亀
邑

ヨ
副
悟
芭
一

　
　
．
主
主
．

搬

教
育
委
員
長
賞
＾
１
名
一

　
坂
根
　
隼
人
　
　
＾
西
桂
小
６
年
）

一
文
化
協
会
長
賞
＾
１
名
）

　
竹
居
　
隼
人
　
（
加
納
岩
小
－
年
〕

一
入
選
一
６
名
一

　
小
野
田
壮
一
朗
　
（
西
桂
小
－
年
〕

　
池
田
　
　
翔
　
　
（
西
桂
小
２
年
）

　
田
村
　
梨
緒
　
　
（
西
桂
小
３
年
〕

　
渡
辺
　
祐
輔
　
　
（
西
桂
小
４
年
）

　
岩
田
　
有
美
　
　
（
西
桂
小
５
年
）

　
井
口
絵
理
佳
　
　
（
西
桂
小
６
年
）

さ「
』

、
つ

さ

一
劃
副
９

一
一
一
ヅ
峠
聞
運
違
唐
石

■
時
計
眼
定
販
売

一
商
工
会
長
賞
（
１
名
〕

　
程
原
　
弘
景
　
＾
都
留
一
中
－
年
）

一
青
年
部
長
賞
（
１
名
一

　
葛
西
　
麻
子

一
入
選
一
３
名
一

　
柏
木
　
千
知

　
中
澤
　
麻
美

　
渡
辺
　
耕
成

（
西
桂
中
２
圭

（
西
桂
中
－
年
）

（
西
桂
中
２
年
）

（
西
桂
中
３
年
）

西
桂
町
長
賞
（
１
名
一

　
海
老
名
　
亮
生
（
横
浜
市
）

入
選
＾
３
名
一

　
渡
辺
　
光
一
　
（
西
桂
町
倉
見
）

　
古
屋
　
千
枝
　
　
（
西
桂
町
小
沼
）

　
長
田
　
和
子
　
　
（
石
和
町
河
内
）

●
　
●
●
　
●
■
■
■
　
●
■
　
●
■
■
■
■
●
●
　
●
　
●
■
■
　
●
■
■
■
　
●
　
●

●●●●●●●“
“
　
西
桂
呵
商
工
会
工
業
部
会
（
小
山

■

“
明
徳
部
会
長
）
で
は
、
産
業
活
性
化
■

●

・
事
業
の
一
環
と
し
て
「
レ
プ
リ
カ
だ
一

●

“
る
ま
石
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

■

“
　
こ
の
レ
プ
リ
カ
は
、
原
寸
大
に
よ
一

●

“
り
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
で
作
成
さ
れ
、
１
１
月
３
一

“
日
呵
民
文
化
祭
会
場
に
お
い
て
お
披
一

■

“
露
目
さ
れ
ま
し
た
。

“■

　
古
き
歴
史
を
感
じ
さ
せ
、
町
民
誰

一
も
が
知
っ
て
い
る
「
だ
る
ま
石
」
、

一
こ
の
だ
る
ま
石
の
梵
字
の
部
分
に
時

一
計
の
機
能
を
持
た
せ
た
置
時
計
が
、

一
１
１
月
３
日
よ
り
限
定
１
Ｏ
Ｏ
個
で
販

一
売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
置
時
計
は
、
町
内
企
業
よ
り

一
材
料
を
協
力
し
て
い
た
だ
き
、
西
桂

一
町
商
工
会
工
業
部
会
（
小
山
明
徳
部

一
会
長
）
部
会
員
に
よ
り
手
作
り
さ
れ
、

一
家
庭
、
職
場
、
事
業
所
に
親
し
み
を

一
持
っ
て
気
軽
に
置
い
て
い
た
だ
く
こ

一
と
、
ま
た
、
町
の
新
し
い
お
土
産
品

一
商
品
化
第
一
歩
と
な
る
こ
と
を
目
的

に
作
成
さ
れ
ま
し
た
。



掴

一
口
口
づ
く
り
の
つ
ど
．
い
，
ｏ

　
１
１
月
４
日
、
健
康
づ
く
り
の
つ
ど

い
が
開
催
さ
れ
３
ユ
７
人
の
出
席
が

あ
り
ま
し
た
。
式
典
で
は
次
の
方
々

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

☆
　
三
歳
児
歯
科
優
良
児
■
２
７
名

．
☆
　
献
血
１
０
回
以
上
の
人
　
７
名

健
康
づ
く
り
の
つ
ど
い
で
は
次
の
こ

と
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

・
み
ん
な
で
楽
し
く
ウ
オ
ー
キ
ン
グ

・
愛
育
会
に
よ
る
寸
劇

　
　
「
今
こ
そ
子
育
て
支
援
」

・
女
優
「
庄
司
歌
江
さ
ん
」
に
よ
る

　
講
演
　
「
い
つ
ま
で
も
若
く
楽
し

　
　
　
く
明
る
く
」

・
食
生
活
改
善
推
進
員
に
よ
る
健
康

　
ク
イ
ズ

い
つ
ま
で
も
若
＜

　
　
楽
し
＜
明
る
＜

女
り
「
庄
司
歌
江
」
さ
ん

　
旅
役
者
の
長
女
と
し
て
生
ま
れ
、

わ
ず
か
３
才
で
両
親
を
助
け
な
が
ら

旅
芸
人
を
続
け
る
。
そ
の
時
受
け
た

人
の
暖
か
さ
芸
能
生
活
を
振
り
返
り

涙
と
笑
い
の
お
話
に
、
会
場
は
感
動

に
包
ま
れ
ま
し
た
。
日
本
は
世
界
一

の
長
寿
国
に
な
っ
た
。
自
分
の
年
齢

か
ら
１
５
を
引
い
た
気
持
ち
で
生
活
す

れ
ば
若
く
い
ら
れ
る
と
い
う
講
演
内

容
で
し
た
。

歌江さんの講演庄司

３才児歯科優良児表彰

健

平成９年度

地区 氏 名 保護者

倉見 小川 翼 正平

〃 坂野 勇太 好彦

カ 田村 優佳 富夫

カ 滝口 千尋 和雄

〃 川田 紀之 善之

〃 渡辺もえぎ 利彦

ク 田代 希 茂

〃 飯田奈津貴 清

柿園 川村 怜． 豊

カ 伊藤 友哉 一雄

ク 岩田 直人 房孝

ク 高尾茉理乃 影孝

ク 高橋あかね 憲

本町 相沢 朋弥 新七

上　町 宮下也真登 光男

ケ 小野 貴冬 和春

ク 小林 陽平 伸

〃 白井 裕貴 和仁

ク 小俣 貴俊 輝義

ク 山口 和美 弘人

〃 渡辺 芽衣 和夫

下暮地 相澤 凌英 茂

〃 新田由里子 直行

カ 萱沼 美咲 進

ク 渡辺 かな 秀男

ク 水岸 貴秀 富美男

〃 五十嵐雄大 征雄



　
長
い
間
、
会
社
や
役
所
な
ど
に
勤

め
、
退
職
し
現
在
国
保
に
加
入
し
て

い
る
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
な
ど
を

受
け
い
て
る
人
（
及
び
そ
の
扶
養
家

族
一
は
、
７
０
歳
に
な
っ
て
老
人
保
健

法
の
適
用
を
受
け
る
ま
で
の
聞
、

「
退
職
者
医
療
制
度
」
で
診
療
を
受

け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

．
■
対
象
と
な
る
人

　
次
の
条
件
す
べ
て
に
あ
て
は
ま
る

人
と
そ
の
扶
養
家
族
が
対
象
と
な
り

ま
す
。

○
　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
人

＠
老
人
保
健
の
適
用
を
受
け
て

　
な
い
人

　
　
厚
生
年
金
や
各
種
共
済
年
金

　
な
ど
の
年
金
を
受
け
て
い
る
人

　
で
、
そ
の
加
入
期
間
が
２
０
年
以
上
、

　
も
し
く
は
４
０
歳
以
降
１
０
年
以
上
で

　
あ
る
人

■
被
扶
養
者
＾
扶
養
家
族
〕
と
な
る
人

　
退
職
被
保
険
者
と
生
活
を
と
も
に

し
、
主
に
退
職
被
保
険
者
の
収
入
に

よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
人
で

す
。○

　
退
職
被
保
険
者
の
直
系
尊
属
、

　
配
偶
者

＠
　
国
保
の
加
入
者
で
、
老
人
保
健

　
の
適
用
を
受
け
て
い
な
い
人

年
間
の
収
入
が
一
定
額
未
満

の
人届

出
の
し
か
た

　
年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
た
ら
加

入
し
ま
す
。
年
金
証
書
を
受
け
た
ら

世
帯
主
は
１
４
日
以
内
に
年
金
証
書
、

保
険
証
、
印
鑑
を
持
参
し
て
役
場
住

民
福
祉
課
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

■
退
職
者
医
療
制
度
の
保
険
証

　
退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
る

人
（
退
職
被
保
険
者
）
に
は
、
一
般

の
国
保
の
保
険
証
と
は
別
に
「
国
民

健
康
保
険
退
職
被
保
険
者
証
」
と
い

う
保
険
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

■
お
医
者
さ
ん
に
か
か
る
と
き

　
病
院
・
医
院
（
診
療
所
）
の
窓
口

で
、
「
国
民
健
康
保
険
退
職
被
保
険

者
証
」
を
提
出
し
て
下
さ
い
。
医
療

機
関
で
払
う
一
部
負
担
金
は
次
の
と

お
り
で
す
。

扶
養
家
族

退
嚢
蚕
馨

外
入
来
院
３
２
割
割

と
入
も
院
２
・
割
通
院

韮詫妾

１
■
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ヰ’」

ｌ１品；｛’

枇デ 糠」 晦１：・ 干｛１＃

期目 行　　　事 場’　所 時　　　間 対象者
１（月） ツベルクリン反応 いきいき健康福祉センター 受付午後１時１５分～１時３０分 生後３ケ月～４７ケ月１

２（火） 献　　　　　血 い乱、ぎ健康福祉センター 午前１０時～午後３時 ＾
＃

３（水） なかよし学級 い乱、き健康福祉センター 午前１０時～１１時４５分

３（水） Ｂ　 Ｃ　Ｃ接種 いきいぎ健康福祉センター 受付午後１時１５分～１時３０分 生後３ケ月～４７ケ月；

４（木） 健　康　相　談 いきいき健康福祉センター 午前９時～１２時

ｍ（水） なかよし学級 いぎＬ、ぎ留貢揮祉センター 午前１０時～１１時４５分

１１（木） 母　子　相　談 いぎいぎ　　．’祉センター 午前９時～１２時

１１（木） 機　能　目１１練 い乱、き健康福祉センター 午後１時３０分～

１５（月） 乳’ 児　健　診 いぎいぎ健康福祉センター 受付午後１時３０分～ 平成９年２月 ・５月 ・８月生

１７（水） なかよし学級 Ｙ　 Ｌ　Ｏ会館 午前１０時～１１時４５分

１８（木） 健　康　相　談 いきいき健康福祉センター 午前９時～１２時

１９儘） 三種混合予防接種 いきいき健康福祉センター 受付午後１時１５分～１時３０分 生後３ケ月～９０ケ月

２５（木） 母　子　相　談 いきいぎ健康福祉センター 午前９時川１２時

２５（木） 膿　能　ヨｌ１練 いきいぎ健康福祉センター 午後１時３０分～

２６｛金〕 健　康　相　談 いぎいぎ僅康福祉センター 午前９時～１２時



７　　年金 ・環境 ・教胃

侮
砂

国
民
年
金
に
は
免
除

　
の
制
度
が
あ
り
ま
す

繭
蟹１　

　
　
●

１、　
、

　
、
・

／
●
・

　
　
　
　
　
　
一
一
一
　
　
　
　
一
一
一

焼
却
炉
設
置
費
補
助
窪

　
　
廃
止
に
つ
い
て
∴
、

　
ゴ
ミ
の
減
量
化
を
目
的
に
し
た
簡

易
焼
却
炉
設
置
費
補
助
金
制
度
に
つ

き
ま
し
て
は
、
発
が
ん
性
な
ど
人
体

へ
の
影
響
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
た

め
、
廃
止
し
ま
す
。

　
町
で
は
、
現
在
進
め
る
資
源
ゴ
ミ

収
集
を
よ
り
一
層
推
進
す
る
と
と
も

に
、
生
ゴ
ミ
処
理
容
器
設
置
費
補
助

金
を
利
用
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

環
境
に
や
さ
し
い
町
を
目
指
し
、

「
リ
デ
ュ
ー
ス
＾
ご
み
を
出
さ
な

い
）
」
、
「
リ
サ
イ
ク
ル
」
、
「
リ
ユ
ー

ス
（
再
利
用
」
）
に
取
り
組
ん
で
行

き
ま
す
の
で
、
住
民
皆
様
の
ご
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

使用カ古中止される小学校焼却炉

　
　
　
　
　
　
　
●
■
●
■

ゴ
ミ
ス
テ
ー
シ
勺
．
ン
の

　
　
正
し
い
利
月
と
管
理

ゴミステーション

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
か
ら

　
こ
の
頃
は
、
テ
レ
ビ
が
一
部
屋
－

台
の
割
で
普
及
し
て
、
子
供
は
思
う

ま
ま
に
テ
レ
ピ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
ん
で

い
ま
す
。
な
か
に
は
、
お
も
し
ろ
さ

に
釣
ら
れ
て
、
と
う
と
う
夜
中
ま
で

遊
ん
で
し
ま
っ
た
と
い
う
子
も
い
ま

す
。　

子
供
に
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
の
正
し
い

使
い
方
を
教
え
る
の
は
、
時
間
を
じ

ょ
う
ず
に
使
う
し
つ
け
に
と
っ
て
大

切
な
こ
と
で
す
。

　
遊
ぶ
時
間
を
き
ち
ん
と
白
分
で
決

め
て
、
時
間
が
き
た
ら
ス
イ
ッ
チ
を

切
り
、
ほ
か
の
行
動
に
移
る
、
こ
う

い
う
き
ま
り
よ
い
習
慣
を
身
に
付
け

さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

　
こ
う
い
う
き
ま
り
よ
い
習
慣
を
身

に
付
け
さ
せ
る
た
め
に
は
、
家
族
の

協
力
が
必
要
で
す
。
だ
れ
も
み
て
い

な
い
よ
う
な
テ
レ
ビ
を
だ
ら
だ
ら
と

一
日
掛
け
て
い
る
よ
う
な
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
か
。

　
テ
レ
ビ
は
受
け
身
の
娯
楽
で
す
。

だ
れ
も
み
て
い
な
い
テ
レ
ビ
は
、
思

い
切
っ
て
ス
イ
ッ
チ
を
切
る
、
め
り

は
り
の
あ
る
生
活
を
し
た
い
も
の
で

す
。



農業 ・下水道 ・交通　　 畠

稲
作
農
家
の

　
　
　
　
皆
ざ
ん
へ

　
、
　
酎
画
外
米
の
売
渡
し
は

冶
碧
必
要
で
す

　
お
米
の
需
給
と
価
格
を
安
定
さ
せ

る
た
め
、
お
米
の
流
通
量
を
的
確
に

把
握
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
た
め
、
生
産
者
が
直
接
消
費

者
等
に
お
米
を
売
り
渡
す
場
合
は
、

食
糧
事
務
所
に
届
け
出
る
こ
と
が

「
食
糧
法
」
で
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
　
　
’

※
届
出
が
必
要
な
お
米

　
　
政
府
米
．
一
自
主
流
通
米
・
加
工

　
　
用
米
以
外
で
有
償
で
売
り
渡
す

　
　
お
米

※
屈
肋
の
方
法

　
　
届
出
の
用
紙
は
お
近
く
の
食
糧

　
　
事
務
所
又
は
農
協
に
あ
り
ま
す
。

　
　
（
農
協
に
委
託
す
る
こ
と
も
で

　
　
　
き
ま
す
。
）

※
国
の
検
査

　
　
希
望
に
応
じ
て
農
産
物
検
査
法

　
　
に
よ
る
検
査
を
受
け
る
こ
と
も

　
　
で
き
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　
東
京
食
糧
事
務
所
甲
府
事
務
所

　
甲
府
市
丸
の
内
３
－
５
－
９

　
食
糧
事
務
所
都
留
支
所

　
．
亙
０
５
５
４
－
４
３
－
１
４
４
ユ

一
下
玖
曾
工
事
垣

一
置
！
鰯
∴
カ
丁
を

　
当
町
の
下
水
道
事
業
に
つ
き
ま
し

て
は
、
旧
Ｊ
マ
ｉ
ト
付
近
よ
り
都
留

市
と
の
境
界
ま
で
を
平
成
１
３
年
に
一

一
部
供
用
開
始
す
る
牽
昨
年
度
よ
り

一
工
事
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

一
住
民
の
皆
様
に
は
騒
章
渋
滞
等

お
簑
帥
師
紡

一
し
ま
す
。一

嚢
鰐
霧
嘗

一
　
下
水
道
運
営
審
議
会
委
員
さ
ん

一
が
、
さ
る
ｎ
月
１
３
日
ｔ
桂
川
流
域
下

一
水
道
工
事
現
場
の
シ
、
ル
ド
御
太
刀

一
汀
鐵
ド
常
処
理
場
視
察
研
修

一
　
下
永
道
事
業
は
、
莫
大
な
費
用
と

一
時
問
の
か
か
る
も
の
だ
と
改
め
て
認

一
讐
れ
ま
し
た
。

一
年
茉
年
始
の
交
遍
○
故
防
止
県
民
運
動

一
　
県
内
の
交
通
死
亡
事
故
が
急
増

一
し
、
特
に
若
者
や
高
齢
者
が
犠
牲
と

一
な
・
っ
た
事
故
が
多
発
し
て
い
ま
す
。

一
こ
の
た
め
、
県
な
ど
で
は
、
１
１
月
１
５

一
日
か
ら
交
通
事
故
緊
急
抑
止
対
策
を

一
行
っ
て
い
ま
す
。

一
　
ま
た
、
年
末
年
始
は
交
画
が
混
雑

一
す
る
上
、
飲
酒
の
機
会
も
多
く
な
る

一
た
め
、
交
通
事
故
の
多
発
が
懸
念
さ

一
れ
ま
す
。
県
民
一
人
ひ
と
り
の
交
通

一
安
全
意
識
の
向
上
と
交
通
事
故
防
止

一
の
徹
底
を
図
る
た
め
、
県
民
総
ぐ
る

一
み
の
「
年
末
年
始
の
交
通
事
故
防
止

一
県
民
運
動
」
を
実
施
し
ま
す
。
悲
惨

一
な
交
通
事
故
の
被
害
者
、
加
害
者
と

一
な
ら
な
い
た
め
に
、
正
し
い
交
通
マ

一
ナ
ｉ
を
身
に
つ
け
て
交
通
事
故
防
止

一
に
努
め
、
楽
し
い
年
末
年
始
を
過
ご

一
し
ま
し
よ
う
。

嘉
饒
躍
蓑

＝
ア
ー
マ
　
「
ゆ
と
り
と
マ
ナ
ー
　
今

一
　
　
日
も
さ
わ
や
か
　
甲
斐
の
路
」

一
期
間
　
ｕ
月
１
０
日
－

一
　
　
平
成
１
０
年
ユ
月
１
０
日

一
重
点
項
目

一
　
飲
酒
運
転
の
絶
滅

一
び
鴻
”
矯
繍
止
一 　

１
２
月
２
７
日
か
ら
平
成
１
０
年
－
月
４

一
日
の
年
末
年
始
は
、
更
新
事
務
が
休

一
業
と
な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

一
饒
雛
塒
巧
ザ
鵬

一
ら
、
各
警
察
署
か
八
田
村
の
安
全
運

一
転
学
校
で
手
続
き
が
で
き
ま
す
の

一
で
、
更
新
を
迎
え
る
人
は
余
裕
を
持

一
っ
て
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

一
　
な
お
、
こ
の
期
間
中
に
更
新
日
を

迎
え
る
人
で
、
更
新
手
続
き
が
で
き

な
か
っ
た
人
は
、
有
効
期
限
が
ー
月

５
日
と
な
り
ま
す
。
１
月
５
日
に
は

忘
れ
ず
に
更
新
手
続
き
を
し
て
下
さ

い
。

休
業
期
間

　
１
２
月
２
７
日
一
土
一

　
　
　
－
平
成
ｍ
年
ユ
月
４
日
＾
日
）

　
※
八
田
村
の
安
全
運
転
学
校
で
は
、

　
　
１
２
月
２
８
日
（
日
〕
と
平
成
１
０
年

　
　
－
月
４
日
（
日
）
は
手
続
き
が

　
　
で
き
ま
す
。

間
合
せ
先

　
県
警
察
本
部
運
転
免
許
課

　
　
亙
０
５
５
２
－
８
５
－
０
５
３
３

　
運
転
免
許
課
都
留
分
室

　
　
亙
０
５
５
４
．
４
３
．
４
１
０
１

一
山
火
事
は
、
空
気
が
乾
燥
す
黍

、
春
先
に
か
け
て
多
く
発
生
し
ま

一
　
森
林
は
木
材
を
生
産
す
る
ほ
か
、

一
水
資
源
の
か
ん
雫
県
土
の
保
全
な

一
ど
私
た
ち
の
生
活
に
と
っ
て
大
切
な

一
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

一
今
年
３
月
に
発
生
し
た
勝
沼
町
の

一
山
火
事
は
、
焼
失
面
積
３
７
５
Ｍ
艸
で

一
戦
後
最
大
の
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

一
舳
鐵
篶
〕
パ
鴻
蝶

一
能
が
低
下
し
て
災
害
が
起
こ
り
や
す

一
く
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
復
旧

一
に
は
膨
大
な
経
費
と
時
問
が
か
か

一
り
、
大
き
な
損
失
を
被
る
こ
と
と
な

一
り
ま
す
。

一
　
こ
う
し
た
山
火
事
の
原
因
を
見
る

一
と
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
人
為
的
な
も

一
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
森
に
入
る

入
森
林
の
付
近
で
作
業
す
る
人
な

一
ど
、
み
ん
な
で
山
火
事
を
起
こ
さ
な

一
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
が
必
要
で

一
す
。
特
に
、
風
が
吹
い
て
い
る
と
き

一
や
乾
燥
注
意
報
が
出
て
い
る
と
き
は

一
屋
外
で
の
火
気
の
取
り
扱
い
は
し
な

一
い
よ
う
に
し
ま
し
よ
う
。



防肖ミ’

爽がつ肺状態醐給油
１
．、、瀞

ストープなどの暖房器具を使うことが多＜なる時期です。特に石油ストープは各家

庭などで使う頻度が高いもの一火○の原因にならないようにするために気をつける

のはどんなことでしょうか？

ス
ト
ー
ブ
が
原
園
の
火
災
　
　
七
口

が
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
も
＾
Ｗ

　
毎
年
建
物
火
災
に
よ
る
死
者
の
八

割
か
ら
九
割
が
、
住
宅
火
災
に
よ
る

も
の
で
す
。
平
成
七
年
＾
一
九
九
五

隼
〕
中
、
住
宅
火
災
に
よ
る
死
者
は

九
百
三
十
九
人
で
し
た
。
そ
の
う
ち

ス
ト
ー
ブ
を
原
因
と
し
た
も
の
が
百

三
十
七
人
で
、
約
一
五
％
を
占
め
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ト
ー
ブ
が
原
因
の
火
災

は
二
千
百
七
十
一
件
で
、
石
油
ス
ト

ー
ブ
に
よ
る
も
の
は
、
一
千
四
百
九
十

二
件
。
全
体
の
約
七
割
に
当
た
り
ま
す
。

危
噴
！
ｕ
れ
か
ら
采
る
油
藺

　
石
油
ス
ト
ｉ
ブ
は
移
動
が
簡
単
で

操
作
も
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
い
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
一
般
家
庭
、
事
務

所
、
作
業
所
な
ど
で
暖
房
器
具
と
し

て
広
く
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
ス
ト
ー
ブ
の
使
用
場
所

の
周
囲
に
燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な

い
よ
う
に
す
る
な
ど
、
火
災
に
対
す

る
注
意
が
必
要
で
す
。

　
石
油
ス
ト
ー
プ
に
よ
る
火
災
の
原

因
と
し
て
は
、
火
を
つ
け
た
ま
ま
で

の
移
動
や
給
油
、
カ
ー
テ
ン
な
ど
の

可
燃
物
と
の
接
触
、
使
用
方
法
の
誤

り
や
整
備
不
良
な
ど
、
使
う
人
の
不

注
意
に
よ
る
も
の
が
、
多
く
み
ら
れ

ま
す
。

　
慣
れ
た
器
具
の
扱
い
だ
か
ら
こ
そ

細
心
の
注
意
を
払
う
よ
う
に
し
ま
し

よ
、
つ
。

■
地
震
な
ど
で
転
倒
の
恐
れ
の
あ
る

　
不
安
定
な
場
所
、
部
屋
の
出
入
口

　
お
よ
び
通
路
な
ど
で
の
使
用
は
避

　
け
る
。

■
ス
ト
ー
ブ
の
そ
ば
で
は
、
ヘ
ア
ス

　
プ
レ
ー
な
ど
の
引
火
の
危
険
が
あ

　
る
物
は
使
用
し
な
い
。

　
ス
ト
ｉ
ブ
に
よ
る
火
災
を
防
ぐ
た

め
に
は
、
次
の
事
項
に
注
意
し
ま
す
。

■
ス
ト
ー
ブ
使
用
中
は
給
油
や
移
動

　
を
し
な
い
。
ス
ト
ｉ
ブ
に
適
し
た

　
燃
料
を
使
う
。×

＠ｏ……

◎ｏｏ

ｏ．

　
　
シ

　
　
リ

　
　
り

　
　
〃
１

■
ふ
す
ま
、
障
子
な
ど
の
燃
え
や
す

　
い
物
の
近
く
で
は
使
用
し
な
い
。

　
回
り
は
常
に
整
理
清
掃
を
怠
ら
ず

　
雑
誌
な
ど
の
燃
え
や
す
い
物
を
放

　
置
し
な
い
。

■
故
障
し
て
い
た
り
、
そ
の
疑
い
が

　
あ
っ
た
り
す
る
物
は
、
そ
の
ま
ま

　
の
状
態
で
使
用
せ
ず
に
、
点
検
や

　
修
理
を
し
た
う
え
で
使
用
す
る
。

■
地
震
で
落
下
す
る
恐
れ
の
あ
る
燃

　
え
や
す
い
物
の
下
に
置
か
な
い
。

■
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
タ
ン
ク
式
の
物
は

　
タ
ン
ク
給
油
後
は
ふ
た
を
確
実
に

　
閉
め
て
、
漏
れ
の
な
い
こ
と
を
確

　
認
す
る
。
点
火
後
は
正
常
に
点
火

　
し
、
燃
焼
し
て
い
る
こ
と
を
確
認

　
す
る
。

×ｏ

■
洗
濯
物
を
乾
か
す
な
ど
、
暖
房
器

　
具
本
来
の
目
的
以
外
の
使
用
は
し

　
な
い
。

ｏ
タ〃

ヨ ■
外
出
す
る
と
き
や
就
寝
の
と
は
、

　
必
ず
火
が
消
え
て
い
る
こ
と
を
確

　
認
す
る
。

■
一
酸
化
炭
素
な
ど
に
よ
る
中
毒
防

　
止
の
た
め
、
定
期
的
に
換
気
を
行

　
う
。

■
取
り
扱
い
説
明
書
に
記
載
さ
れ
て

　
い
る
事
項
を
守
っ
て
使
用
す
る
。



ｍお知らセ

　
な
か
よ
し
学
級
の
参
加
者
８
稟

　
子
供
に
と
っ
て
遊
び
の
大
切
さ
を

一
学
び
な
が
ら
、
親
子
で
楽
し
く
遊
べ

一
る
教
室
を
開
講
し
ま
す
。

　
ー
コ
ー
ス
３
回
で
、
お
話
し
た
り

一
遊
ぶ
お
姦
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

一
多
く
の
方
の
参
加
を
お
ま
ち
し
て
い

一
ま
す
。
（
対
象
２
才
－
３
才
児
と
親
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
目
時

児
竈
帽
ク
リ
ス
マ
ス
会

　
児
童
館
で
は
、
毎
年
小
学
１
－
３
一
場
所

年
生
を
対
象
に
ク
リ
ス
マ
ス
会
を
行
一
内
容

っ
て
い
ま
す
。
４
・
５
・
６
年
生
の
一
講
師

ク
リ
ス
マ
ス
会
実
行
委
員
に
よ
る
劇
一

や
器
楽
部
に
よ
る
ク
リ
ス
マ
ス
ソ
ン
一
日
時

グ
の
演
奏
、
楽
し
い
ゲ
ー
ム
な
ど
が
一

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ケ
ー
キ
を
食
べ
た
一
場
所

り
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
も
ら
え
る
よ
〃
一
内
容

参
加
し
て
ね
１

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
講
師

目
時
　
１
２
月
２
０
日
（
土
）

　
　
　
午
後
－
時
３
０
分
　
　
　
　
　
一
日
時

場
所
　
Ｙ
Ｌ
０
会
館
－
階
和
室

対
象
　
小
学
校
－
年
生
－
３
年
生
　
　
一
場
所

参
加
料
　
む
り
ょ
う
　
　
　
　
　
　
一
内
容

申
込
　
児
童
館
へ
直
接
ま
た
は
電
話
一
講
師

　
　
　
し
て
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
、
一
申
込

　
亙
２
５
－
２
９
４
１
（
担
当
　
奥
秋
）
一

　
１
２
月
３
日
＾
水
）

午
前
１
０
時
か
ら
午
前
１
１
時
３
０
分

　
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
お
話
と
遊
び
の
実
践

　
保
育
所
主
任
保
母

　
１
２
月
１
０
日
（
水
〕

午
前
１
０
時
か
ら
午
前
１
１
時
３
０
分

　
い
き
い
き
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
遊
び
の
実
践

　
手
遊
び
・
ぺ
ー
プ
サ
ー
ト
な
ど

　
児
童
厚
生
員
・
保
健
婦

　
１
２
月
１
７
目
（
水
〕

午
前
１
０
時
か
ら
午
前
１
１
時
３
０
分

　
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館

　
リ
ト
ミ
ツ
ク

　
新
田
憲
子
先
生

～
篶
鴻
祉
む
、

…………　
１
２
月
１
Ｏ
日
は
、
「
人
権
デ
ー
」
で
一

　
法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員
違
一

一
合
会
で
は
、
本
年
も
肯
、
日
か
ら
一

一
皆
ま
で
の
ー
週
間
を
「
人
権
週
間
一
一

一
と
定
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
人
権
思
一

一
想
の
蔓
。
一
揚
を
呼
び
か
け
て
お
り
一

一
ま
す
。

　
今
年
の
人
権
週
間
の
強
調
事
項
一

打
註
膏
ズ
帖

　
西
桂
町
で
は
平
成
ｍ
年
成
人
式
を

一
次
の
と
お
り
挙
行
い
た
し
ま
す
。

一
　
西
桂
町
に
住
民
登
録
し
て
い
な
い

一
方
で
、
成
人
式
に
参
加
し
た
い
方
は
、

一
大
至
急
教
育
委
員
会
ま
で
御
連
絡
下

一
さ
い
。

…
一
と
き
　
平
成
！
０
年
－
月
１
５
日

一
受
付
　
午
前
１
０
時

一
式
典
　
午
前
１
０
時
３
０
分

一
場
所
　
西
桂
町
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館

■
問
合
せ
先

　
　
　
　
西
桂
町
教
育
委
貝
会

　
　
　
　
　
　
　
０
２
５
－
２
９
４
１

　
縢
「
人
権
週
間
」
の

　
　
心
　
　
お
知
ら
せ
．

一
い
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
趣
旨
を
理
解

一
し
、
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
て
明

一
る
い
社
会
を
つ
く
り
ま
し
よ
う
。

一
◎
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

　
－
育
て
よ
う
思
い
や
り
の
心
－

一
◎
国
際
化
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
人
権

一
意
識
書
て
よ
う

一
◎
繋
差
別
婁
く
そ
う

一
饒
魏
請
が
を
実

　
現
し
よ
う

一
◎
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

　
よ
一
つ

一
人
権
問
題
で
お
困
り
の
方
は
、
お
気

一
軽
に
最
寄
り
の
人
権
擁
護
委
員
か
法

一
務
局
に
ご
相
談
下
さ
い
。

一
い
じ
め
ー
ユ
０
番

一
甲
打
ポ
汽
．
。
１
１
。

　
　
亙
０
５
５
２
－
５
２
－
７
１
５
１

一
甲
府
地
方
法
務
局
都
留
支
局

　
　
亙
０
５
５
４
－
４
３
－
４
３
８
１１２月１０目 人権デー

…
一
　
特
設
人
権
相
談
所

　
　
開
設
の
お
知
ら
せ

　
人
権
週
間
行
事
の
一
環
と
し
て
次

一
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談
所
を
開
設

一
し
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
、
秘
密
厳
守
で
、
難

一
し
い
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

一
目
　
時
　
平
成
９
年
１
２
月
９
日
＾
火
）

　
　
　
　
午
後
－
時
か
ら

一
　
　
　
午
後
３
時
３
０
分

一
場
所
Ｙ
Ｌ
０
会
館

一
相
聲
人
権
擁
護
委
員

一
　
郷
田
昌
司
一
下
董

　
　
　
　
　
松
川
隆
泰
＾
上
　
町
）

一
問
合
せ
　
役
場
総
務
課
総
務
係

　
　
　
　
亙
２
５
－
２
１
２
１

　
　
無
料
法
律
相
談
会

一
日
時

一
場
所

一
弁
護
士

一
内
容

一
費
用

一
間
合
せ 　

１
２
月
９
日
（
火
〕

午
後
－
時
－
３
時
３
０
分

　
Ｙ
Ｌ
Ｏ
会
館

　
山
梨
県
弁
護
士
会
貝

離
婚
、
相
続
、
土
地
建
物

問
題
、
交
通
事
故
、
サ
ラ
金

等
何
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

　
無
料

　
役
場
総
務
課
総
務
係

　
　
亙
２
５
－
２
１
２
１
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冬
の
空
気
が
、
一
番
汚
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
《

実
行
レ
ま
う
ア
イ
ド
リ
ン
ダ
・
ス
ト
ヅ
プ

　
寒
い
け
れ
ど
、
澄
み
き
っ
た

き
れ
い
な
空
気
が
こ
こ
ち
よ
い

－
そ
ん
な
冬
の
印
象
が
変
わ
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
実
は
、
一
年
の
う
ち
で
最
も

空
気
が
汚
れ
る
の
は
冬
季
。
特

に
十
一
一
月
は
、
自
動
車
交
通
量

の
増
加
や
家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
の

暖
房
、
さ
ら
に
冬
の
気
象
条
件

が
重
な
っ
て
、
窒
素
酸
化
物
（
Ｎ

０
亜
）
な
ど
大
気
汚
染
物
質
の
濃

度
が
高
ま
り
ま
す
。

　
な
か
で
も
自
動
車
の
排
ガ
ス

に
よ
る
汚
染
は
深
刻
で
、
東
京

都
内
で
発
生
す
る
Ｎ
０
亜
の
約
七

割
が
自
動
車
か
ら
排
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
デ
イ
ー
ゼ
ル

自
動
車
か
ら
出
る
黒
煙
な
ど
の

汚
染
物
質
も
、
Ｎ
Ｏ
亜
と
と
も
に

人
の
呼
吸
器
に
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。

　
大
気
邊
を
改
●
す
る

　
ア
イ
ド
リ
ン
ク
・
ス
ト
ヅ
プ

　
ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ツ
ブ

と
は
、
「
自
動
車
を
停
車
さ
せ
て

い
る
と
き
は
エ
ン
ジ
ン
の
か
け

つ
ぱ
な
し
を
や
め
よ
う
」
と
い

う
取
り
組
み
で
す
。
不
必
要
な

ア
イ
ド
リ
ン
グ
を
や
め
れ
ば
、

排
ガ
ス
が
減
り
、
燃
料
も
節
約

で
き
ま
す
。

　
例
え
ば
、
東
京
都
内
の
す
べ

て
の
自
動
車
＾
約
四
百
万
台
が

登
録
〕
が
毎
日
十
分
間
ア
イ
ド

リ
ン
グ
を
短
縮
す
れ
ば
一
年
間

で
ガ
ソ
リ
ン
ニ
十
万
キ
ロ
リ
ッ

ト
ル
（
ド
ラ
ム
缶
約
百
万
本
分
）

が
節
約
で
き
ま
す
。
一
台
当
た

り
な
ら
約
五
十
リ
ッ
ト
ル
（
約

五
千
円
分
）
の
節
約
。
地
球
温
暖

化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化
炭
素

の
排
出
削
減
に
も
役
立
ち
ま
す
。

　
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
で
の
買
い
物
、

人
待
ち
、
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
、

ド
ラ
イ
ブ
休
憩
な
ど
の
際
に
は
、

ア
イ
ド
リ
ン
グ
・
ス
ト
ッ
プ
を

実
行
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
歩
い
て
行
け
る
外
出
に
は
自
家

　
用
車
を
使
わ
な
い

◎
自
家
用
車
の
利
用
を
な
る
べ
く

　
控
え
、
公
共
交
通
機
関
を
利
用

　
す
る

◎
暖
房
の
利
用
を
控
え
る
（
適
温

　
２
０
℃
）

◎
電
気
機
器
の
ス
イ
ッ
チ
を
こ
ま

　
め
に
切
る

◎
自
家
用
車
や
電
気
機
器
を
買
い

　
替
え
る
と
き
は
、
燃
費
や
エ
ネ

　
ル
ギ
ー
効
率
の
よ
い
製
品
を
選

　
ぶ

一
一
ぷ
一
簑
蝸
．

　
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
め
で
た
∴
・
（
配
生
）
一

「
倉
・
見

　
．
園
．

上
町

上
町

．
下
蚤
．

三’’ 梶宮川・． 重

田’’ 原・下村’ 田

真１ 傲　　健Ｈ康 二

繊三　 止ヨ
奈吐 輝；紬太圭乎：

　　１
正． 次’ 明勝． 慶．

都
留
能
力
開
発

セ
ン
タ
ー

歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

《
地
域
で
さ
さ
え
あ
う

　
　
　
あ
つ
た
か
い
お
正
月
》

　
１
２
月
－
目
か
ら
１
２
月
２
５
日
ま
で
歳

末
助
け
合
い
募
金
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
　
－
月
Ｂ
・
蝸
－
１
９
１
２
０
．

　
　
　
２
２
・
２
３
・
２
６
・
２
７
日

　
　
　
の
８
日
問

平
．成’

∴

９
牟

’１０’

’月．

・眉

出

　　’ お．

（丸渡’ し

　　あ
山造わ
・蝸珪
由　に
’美仁（

　　娼
　　姻．・

芦念）
川
村見　・

木・ 本お
　　　＜
町町や
渡吉み
這屋 売
篶と 亡
　　　）
．．

子・＝ き

’成設親
＾・・

夫族・・．・

人口世帯

男　２ ，４１５人（十５〕

女　２ ，４８７人（一６〕

合計　４ ，９０２人（一１〕

世帯　１ ，３８８世帯（±Ｏ）



広報にしかつら　２５２号　　　１２

＠＠鱈鯵竃蜜

白井　美嘉ちゃん
　２才 三田尭繕套ちゃん

　２才

正洋 ・美奈江さん（長女）英俊 ・妙子さん（次女）

　　ま　ｌｉ　か
小山真歩花ちゃん　１才１１ヶ月．

　　敦男 ・雪江さん（次女〕

茎 　　　　　　曽
’’　　　　　　　　 ’’

この予定表は、町民の参加を募る行事、町民を

対象とする事業について掲載しております
。

１ ２．

・．
３ ’

４

５ ６

◇献　血 づ不庸犬猫収集＝ ◇麺ヨ４回県下一駅伝

１０時一３時 ．鵬３０分までに脇’． ◇ク １」ス洲ｒヌ作り

｛いきいき健康．

福祉センタ づ’

幌醐＝＝１時鮒
一

７ ’．

二・ ８１ ９
．．
仙 １１ １２ 二個１

◇第獺県下了層雛． ◇第 ｇ固女酵綾’．

　．． 鵬一１時・

◇無料法律相談 ◇おかしづく’り教室

１蒔一３詩割分Ｙｕ０． ’１魑鋤鵬紛一

・１いきい・き健廉・ ◇人権相談・’ ◇リサイクル資漂回収

橿祉センク』）
＝．．・鵬→３醐粉＝一ｍ． 鵬一鵬〕

１４ ’１． ５． １６ ・仰 ’伯１ １９ ２０

◇不用犬箪収集’ ’◇母親クラ’ ブ ◇クリヌマヌ会
ｎ時肋までに役蝪 ．クリスアス会 睨童館〕１時鮒一

◇消離活灘請座 １２酵ｒ

１時肋一３鮒分一Ｌ０

’２１・ ２２’ ２３ ２４ ・２５ ２６ ２７

２８ ２９ ３０ ３１ １月１目 ２ ３

◇元旦マラソン
９時ＹＬＯ集合

◎レザークラフト教室

＠料理教室
＠刻字教室

７時３０分～９時

７時３０分～９時

７回寺ＯＯ分～９８寺

＠毛筆かな習字教室

＠実用毛筆教室
＠初級英会話教室

８時ＯＯ分川９時

７時３０分～９時

７８寺３０｛｝～９，寺


